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東洋医学概論 東洋療法学校協会編

学習目的

教育方法等

 東洋医学の基礎理論を学ぶ。この講義は、東洋思想である陰陽論や五行論を基礎として、これらを身体の生理機能や病理観に結びつけて
把握する科目である。身体のメカニズムや病気のについての考え方を概念として学び、その後の病態把握や診断、施術法に繋げていける知
識を身につけるのが目的である。思想的な内容から人体の生理や病理にフォーカスすることで医学としての理解を深める。

到達目標
 東洋医学の独自の概念で人体の機能としてイメージできるようになる。五行論から身体を賄う臓腑の機能についてを理解する。「気」の
思想から始まり、気・血・津液・経絡など整理活動を営む原動物質について理解できる。経穴概論や実技の内容と合わせて的確な経穴の位
置や関連する臓腑について説明できる。

備　　考

期末試験

 この授業では、概念を具体的な形に表現できるような資料を使用する。個人ワーク以外にグループワークを取り入れて、自分
も発信者として他者を理解し、意見をまとめる事が出来るようにする。

 授業日数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。講義時間に無連絡で20分以上遅れた場合、受講
はできるが出席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。
課題は、本科の規則に従った形式で提出する。特定の指示が有る場合を除いて、手書きでの作成を原則とする。

評
価
方
法

臓象論 心 心　東洋医学における循環器系の機能について理解できる

授業計画（１回〜１５回） 
授業内容 各回の到達目標

臓腑論 臓腑について 東洋医学における身体の機能が理解できる

臓腑論 臓象論 五臓の機能について理解できる

臓象論 脾 脾　東洋医学における消化器系の機能について理解できる

臓象論 肺 肺　東洋医学における呼吸器系の機能について理解できる

臓象論 腎 腎　東洋医学における泌尿器・免疫系について理解できる

臓象論 肝

期末テスト 解答・解説 まとめ 全体のまとめ

肝　東洋医学における自律神経系について理解できる

臓腑論  六腑の生理 五臓以外の臓器の機能を理解できる

五臓の働きまとめ 臓象論のまとめ

臓腑経絡論（経絡について） 経絡の概要と臓腑との関係について理解できる

臓腑経絡論 経絡の機能について理解できる

臓腑経絡論（十二経絡 奇経八脈） 主要な経絡の概念について理解できる

病因論 外因 東洋医学における病気の原因を理解できる

病因論 内傷病 東洋医学における生活習慣病について理解できる


